
第１０９３号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１６年１０月２７日

ＮＯ １０９３

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
１３日午後１時３０分から井原市役所で「平成２８年度第１回井原市健康づくり推進協議会」が開催

されました。先週号につづいて会議の中で平成２８年度保健事業の新規事業と継続事業の実施状況が報
告されました。内容についてお知らせいたします。詳細は、健康医療課（６２－８２２４）へ。

平成２８年度 井原市保健事業の実施状況について

○新規事業

１．医療機関での肺がん検診

肺がん検診の受診数が減少傾向であるため、これまで集団検診のみで実施していた検診を医療機関でも

実施（市内４医療機関）

２．歯周病検診の口腔機能検査

６５歳以上の歯周病検診に口腔機能検査を追加して実施

・検査項目 発音・洗口テスト・ＲＳＳＴテスト

３．産後ママあんしんケア事業

産後１か月未満の母子で、産後の体調回復や育児の不安があり支援が必要な人を対象として、日帰りま

たは宿泊で、市が委託する医療機関において、育児指導や産後ケアを提供

・委託医療機関

井口産婦人科小児科医院（福山市神辺町）

くにさだ助産院(笠岡市新賀)

たんぽぽ助産院（倉敷市玉島）

・助成額 宿泊型ケア １泊 ２０,０００円（上限） ７泊８日まで

日帰型ケア １日 １２,０００円（上限） ７日まで

４．Ｂ型肝炎予防接種の定期接種

平成２８年４月１日以降に出生した生後１歳に至るまでの児に３回接種

平成２８年１０月１日から市内１２医療機関において実施

５．骨髄・末梢血管細胞ドナー等支援事業

日本骨髄バンクが実施する、骨髄バンク事業において、骨髄・末梢血幹細胞を提供したドナー及びそ

のドナーを雇用する事業所の負担軽減と骨髄移植の推進を図るため、助成金を支給

・事業開始 平成２８年４月１日

・助成額 ①ドナー助成事業

市内に住所のある人で骨髄等の提供を行った人 ２面につづく



第１０９３号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙３,４９７円日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見れます

１面よりつづく

通院１日当たり５,０００円、入院１日当たり２０,０００円（上限１０５,０００円）

②事業所助成事業

市内に住所のあるドナーを雇用する国内の事業所

休業１日当たり１０,０００円（上限９０,０００円）

６．乳がん検診の変更

３０歳代の視触診を廃止。４０歳以上の人を対象者とした視触診のみの検診を廃止し視触診とマンモ

グラフィの併用で実施

○継続事業

７．おせっかい保健師健康相談事業

①出張健康相談

市民の生活習慣病の予防と改善、健康診査後の健康づくりを目

的として、５人以上２０人までの市 内の団体や５０人未満の

市内事業所へ、保健師や管理栄養士が出向き、健康づくりの話や相談を行う （申込みにより実施）

・実施計画 ５ 回

②健診結果説明会

保健師や管理栄養士が身近な地区公民館等へ出向き、健診結果や健康づくりについての相談を受け

る

・実施計画 Ｈ２８年７月１９日～１２月２６日まで １５回

８．健康カフェ

平日、仕事などで健康相談等を利用しにくい市民を対象に、地域のイベント等を利用して、お茶等

を提供しながら、保健師や管理栄養士が健康づくりや心身の不調等、健康についての相談を受ける

・実施計画 Ｈ２８年５月２１日～Ｈ２９年２月１９日まで １０回

９．健康いばらチャレンジカップ

働く世代の健康づくりを推進するため、チームで楽しみながら健康づくりに取り組んでいただく事

業。２～３人が１組で、それぞれ事前に設定した目標を４か月間取り組んでいただき、チーム全員

が目標を達成できたら記念品を贈呈する

・実施計画 期 間 Ｈ２８年６月５日～Ｈ２８年９月２９日まで

参加チーム数 １５チーム ４５人

（実参加チーム１７チーム ４３人）

内 容 期間中９日の講座（運動・栄養講座等）を開催

・改正点 事業名 「メタボレンジャー笑ってチャレンジカップ」から

「健康いばらチャレンジカップ」に変更

１チーム人数 「３人」から「２～３人」に変更

支援講座 「ヨガ」や「ボクササイズ」を取り入れる


